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（限られている）

生産要素は有限

何かを選んだら何かをあきらめる必要性

「選択の問題」に直面しながら、最適なものを
選んでいく → 経済学は「選択の学問」

MARI HOTTA

堀田 真理

生産物

生産活動



（参考）
『ALLミクロ経済学』（アセモグル/レイブソン/リスト)

2020年、東洋経済新報社 より

「希少性」： 限られる資源に対して限りない欲求がある状態

「経済学とは」：経済主体が希少資源の配分をどう選択するのか、
またその選択が社会にどのような影響を及ぼすのかを
研究する学問

「経済主体」： 選択を行う個人、あるいは集団

※ 経済学の３つの概念

①（ ）：すべてにおいて選択が必要であるがゆえに、利用できる情報をもとに
したときに、実現可能な最善の選択肢を選ぶこと

実現可能な選択肢について、便益（Benefit）と費用（Cost）を
比較した上で、最も望ましい選択を行なう

②（ ）： だれもが同時に最適化していて、そこから行動を変えても便益を得る
人がいない状態。経済システムは均衡に向かう傾向がある。

③ 経験主義： データを活用した分析。理論を検証したり、世の中で起きている
ことの要因分析を行う。

２



（例）家計の場合
限られた条件（予算制約）
のもとで、最も自分が満足を
得るためには、何をどれだけ
買えばよいか？

・トレードオフのもとでの
選択の問題

・自分にとっての最適配分

３

もの、サービス

しじょう



４

「最適化」に基づいた
選択の結果を示したもの

Demand

計画量

Supply

実際の
取引量

500円のとき D＝S＝



「最適化」についての
理論的な根拠

理論的な根拠から
導かれた「結果」

5

2年次以降



６

市場価格

市場価格

効用（Utility）

満
足
度

０→１→２→３ 数量

１つ増やすごとに、次のもう１つへの
評価額は下がっていく



７

問題演習１

問題演習２

（第15回目 期末試験）



８

・ 毎回、ｐｄｆファイルの「講義資料」をAＣＥ上の「コンテンツ」に掲載。

・最終授業（15回目）に選択式20題の期末試験をオンライン上で実施予定。
原則として出席は取らない。（期末試験の提出が必須条件）

進め方


